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新見市教育委員会



奨学生を志望される方へ

皆さんは、それぞれの目標をもって、日々の勉学に励んでおられることと思

います。

この奨学金制度は、向学の意欲を持ちながらも経済的に修学が困難な方に対

し、側面的に修学を援助しようとするものであり、その原資は新見市奨学金基

金として積み立てられたものです。

これまで、この制度を利用して修学し、社会人となった方が数多くおられま

す。この先輩に当たる方たちの返還によって、次の代へと引き継がれることに

なります。申請にあたっては、この制度の趣旨や内容をよく理解していただい

た上で申請してください。

皆さんが、この奨学金を役立てて、自己の目標達成に向け、健康で意欲をも

って有意義な学生生活を送られることを期待しています。

新 見 市 教 育 委 員 会



新見市奨学金貸付制度

貸付を受けるには

１ 目 的

大学、高等専門学校、高等学校、専修学校（大学院、別科、専攻科及び

通信制課程を除く。）に在学する学生又は生徒で、経済的理由により修学

困難な人に対し奨学金の貸付を行い、社会に貢献する有為な人材を育成す

ることを目的としています。

２ 奨学生の資格

奨学金の貸付を受ける人を奨学生といい、次の条件を備えた人でなけれ

ばなりません。

（１）大学、高等専門学校、高等学校、専修学校（大学院、別科、専攻科

及び通信制課程を除く。）に在学していること。

（２）父、母又はこれに相当する人が新見市に住所を有すること。

（３）経済的事情により修学困難であること。

（４）学業及び品行が良く、心身ともに健康であること。

３ 奨学金の募集定員

（１）大学・専修学校・高等専門学校 ６人

（２）高等学校・専修学校（高校課程） ２人

４ 奨学金の額

（１）大学学生 月額３３,０００円

（２）高等専門学校生徒 月額３３,０００円

（３）専修学校生徒 月額３３,０００円

（４）高等学校生徒 月額１４,０００円

（５）専修学校生徒（高校課程） 月額１４,０００円

上記の金額を当該学校の卒業まで無利息で貸与します。



４ 申 請

貸付を希望される人は、次の書類を令和元年１０月１５日（火）までに

教育委員会へ提出してください。

（１）奨学金借入申請書 様式第１号

（２）世 帯 票 様式第２号

（３）所得・課税証明書 税務課が発行する様式

※世帯全員分の平成３１年度の所得・課税証

明書を提出してください。

（４）在学証明書

（５）成績証明書（出身学校又は在学学校のもの）

（６）健康診断書（健康であることの医師の証明）

※学校の健診結果の写しでも可



貸付が決定したら

５ 奨学生の決定

（１）新見市奨学生選考委員会に諮ったうえで決定されます。

（２）奨学金借入証書を提出していただきます。

この場合に連帯保証人２名に連署していただくことになります。

（３）当初の貸付は、１１月下旬から１２月初旬頃になり、４月から１２

月分の９ヶ月分が貸し付けられます。以後は、３ヶ月分ずつ前払で

振り込まれます。

６ 異動の届出

奨学生（連帯保証人）は、次の場合には直ちに教育委員会に届出なけれ

ばなりません。

（１）本人が死亡したとき。

（２）休学、復学、留年又は退学したとき。

（３）停学処分又は退学処分を受けたとき。

（４）本人及び連帯保証人の住所、氏名、連絡先等の重要な事項に異動が

あったとき｡

７ 奨学金の停止、廃止

次のいずれかに該当したときは、奨学金の貸付を廃止します。

（１）本人が死亡したとき。

（２）本人及び父、母又はこれに相当する者全員が市外に転出したとき。

（３）退学したとき。

（４）奨学金を必要としない事情が生じたとき。

次のいずれかに該当したときは、貸付を停止し、もしくは廃止すること

があります。

（１）停学処分を受けたとき。

（２）学業又は品行が不良のとき。

（３）留年又は休学し、若しくは卒業の見込みがなくなったとき。



貸付が終わったら

８ 奨学金の返還

卒業した日又は貸付を廃止された日の翌月の初日から起算し６月を経過

した日から、貸付を受けた期間の３倍の期間内に半年賦又は年賦の方法に

より返還していただきます。

（例）月額３３,０００円を４年間貸付を受けた場合、

貸付総額１,５８４,０００円を１２年間以内に

返還していただくことになります。

９ 返還猶予・免除

（１）上級学校（大学院等）に進学したときは、その在学期間中及び卒業

後６ヶ月間返還を猶予されます。

（２）本人が死亡し又は特別な事情により、奨学金の返還が困難になった

ときは、返還を猶予し、又はその一部を免除されることがあります。

【申請書提出先・問合せ先】

新見市教育委員会 学校教育課

〒718-8501 新見市新見310-3

TEL 0867-72-6146 FAX 0867-72-6120



 

 

様式第1号(第3条関係) 

 

奨 学 金 借 入 申 請 書 

 

令和   年   月   日 

 

   新見市教育委員会  様 

 

            申請者 住 所             

 

氏 名                  印 

 

生年月日 平成     年    月    日 

 

                   電話番号  

 

  新見市奨学金条例(平成17年新見市条例第296号)第6条の規定に基づき、奨学金を借り

入れたいので、関係書類を添えて申請します。 
 

                                         
 

  私は、上記のことに同意します。 

     令和     年    月    日 

 

親権者  住 所                        

(後見人)                                          

氏 名                     印 

 

注：同意欄には、申請人が未成年のとき記入する。 

                                         

 

【申請理由】 

                                        

                                        

                                         

注：経済的に修学困難という理由に加えて、具体的な理由を記述すること。 

記入例 ・経済的に修学が困難であり、扶養家族が多いため。 

・経済的に修学が困難であり、大学の就学中の兄弟がいるため。 

・経済的に修学が困難であり、両親の月収が少ないため。    



 

 

様式第2号(第3条関係) 

世 帯 票 

本

人 

現 住 所 
  

ふ り が な   
男

女 

生 年 月 日 

氏 名 
    

在 学 学 校 

大学      学部 
年制第   学年 

高校      科  

所在地 

家

族

の

状

況 

氏 名 年齢 
本人と
の続柄 

同居 

別居 
の別 勤 務 先 又 は 在 学 学 校 名 

          

          

          

          

          

          

          

本

人

の

履

歴 

年  月  日 事                  項 

年  月  日 立            中学校卒業  

年  月  日 
  

年  月  日 
  

年  月  日 
  

年  月  日 
  

年  月  日 
  

 



 

 

様式第3号(第3条関係) 

所 得 ・ 課 税 証 明 書 (証 明 請 求 書 ) 

令和   年   月   日 

     

    新  見  市  長    様 

     

請求者 住 所                  

氏 名                印 

  新見市奨学金借入申請に使用するため、下記事項について証明を請求します。 

同一世帯居住者氏名 続 柄 生 年 月 日 勤 務 先 

課 税 証 明 所 得 証 明 

備 考 年 度 市 町 村 民 税 額 
年 分 所 得 額 

均 等 割 額 所 得 割 額 

                  

                  

                  

                  

                  

                  

                  

                  

                  

  上記のとおり相違ないことを証明します。 

         

令和   年   月   日   

            

新見市長  池  田  一 二 三    印 

※所得・課税証明書については、この様式を使用せず、税務課が発行する証明書

を提出していただいてもかまいません。 


